
津　山　東　高　同　窓　会　報(1)　令和 7 年３月１日 第　55　号

　

皆
さ
ん
こ
ん
に
ち
は
、
同

窓
会
会
員
並
び
に
東
高
校
関

係
者
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
益
々
ご
健
勝
に
て
ご

活
躍
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
皆
様

方
に
は
格
別
の
ご
理
解
と
ご

支
援
を
賜
り
心
か
ら
お
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今

年
度
も
新
入
会
員
を
迎
え
、

心
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
一
月
三
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
に
は
、
多
数
の
会
員

の
皆
様
や
公
務
多
忙
な
中
、

谷
口
津
山
市
長
様
を
は
じ
め
、

岡
山
県
議
会
議
員
の
皆
様
方
、

ま
た
学
校
関
係
者
の
方
々
の

ご
臨
席
を
賜
り
、
盛
会
に
開

催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
十
年
三
月
卒
の
方
を
中

心
に
平
成
十
一
年
卒
と
新
社

会
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る

若
い
会
員
の
皆
さ
ん
が
幹
事

と
な
っ
て
い
た
だ
き
有
意
義

な
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
幹
事
団
の
皆

様
に
は
、
数
ヶ
月
前
か
ら
取

り
組
ん
で
頂
き
、
大
変
ご
苦

労
が
あ
っ
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

　

本
同
窓
会
で
は
、
熟
年
・

中
堅
の
会
員
と
若
さ
溢
れ
る

会
員
の
三
世
代
で
構
成
さ
れ
、

他
校
に
類
を
見
な
い
も
の
と

思
わ
れ
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
と
お
会
い
す

る
機
会
が
中
々
あ
り
ま
せ
ん
。

皆
様
も
同
窓
会
報
に
近
況
や

思
い
出
等
を
是
非
投
稿
し
、

愛
読
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
の
益
々
の

ご
健
勝
と
ご
活
躍
、
そ
し
て

母
校
の
更
な
る
ご
活
躍
・
ご

発
展
を
祈
念
申
し
上
げ
、
ご

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

同
窓
会
の
皆
様
、
平
素
か

ら
津
山
東
高
校
発
展
の
た
め

に
多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協

力
を
い
た
だ
き
、
心
か
ら
感

謝
い
た
し
ま
す
。
令
和
七
年

一
月
三
日
に
は
、
津
山
市
長

様
、
岡
山
県
議
会
議
員
の
皆

様
、
旧
職
員
の
皆
様
、
幹
事

年
代
の
皆
様
な
ど
、
多
数
参

加
さ
れ
て
の
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

こ
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。
ご
盛
会
の
様
子
か
ら
本

校
に
対
す
る
期
待
の
大
き
さ

を
感
じ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
現
在
本
校
は
、
特
色

の
あ
る
地
域
に
根
ざ
し
た
教

育
活
動
を
実
践
し
、
地
域
に

な
く
て
は
な
ら
な
い
高
校
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
教
育
内
容
を
充
実
さ
せ
て
、

さ
ら
に
存
在
意
義
を
高
め
て

ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

令
和
六
年
度
の
教
育
活
動

に
つ
い
て
報
告
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
以

前
に
そ
の
ま
ま
戻
す
の
で
は

な
く
、
新
し
く
よ
り
効
果
的

な
教
育
活
動
と
な
る
よ
う
に

内
容
を
見
直
し
、
工
夫
を
重

ね
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

十
二
月
に
は
、
姉
妹
校
の
カ

ナ
ダ
ケ
ロ
ウ
ナ
高
校
に
生
徒

十
九
名
が
訪
問
し
心
温
ま
る

交
流
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

後
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
に
移
動

し
て
語
学
研
修
に
取
り
組
み
、

二
週
間
の
海
外
研
修
を
実
施

い
た
し
ま
し
た
。
食
物
調
理

科
の
校
外
実
習
・
各
種
コ
ン

テ
ス
ト
参
加
、
看
護
科
・
専

攻
科
の
臨
地
実
習
、
普
通
科

の
岡
山
大
学
訪
問
を
は
じ
め

と
す
る
進
路
学
習
、
総
合
学

習
の
地
域
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー

ク
、
修
学
旅
行
、
部
活
動
な

ど
も
充
実
し
た
活
動
が
で
き

ま
し
た
。
東
雲
祭
で
は
生
徒

会
が
主
体
的
に
知
恵
を
出
し

合
っ
て
、
新
企
画
の
立
案
・

運
営
を
行
い
、
保
護
者
の
皆

様
に
ご
観
覧
い
た
だ
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

地
域
と
連
携
し
た
課
題
解

決
型
学
習
で
は
、「
行
学
（
総

合
的
な
探
究
の
時
間
）」
や

「
四
校
連
携
講
座
」
で
、
解

決
策
を
提
案
で
終
わ
る
の
で

は
な
く
、
実
践
し
て
、
そ
の

結
果
を
検
証
す
る
ま
で
の
取

組
を
多
く
の
チ
ー
ム
が
体
現

し
て
く
れ
ま
し
た
。「
行
学
」

の
発
表
会
で
は
、
チ
ー
ム
発

表
に
対
し
て
多
く
の
生
徒
か

ら
積
極
的
に
質
問
が
な
さ
れ
、

「
ク
リ
テ
ィ
カ
ル
シ
ン
キ
ン

グ（
批
判
的
思
考
）」
ま
さ
に

こ
れ
か
ら
の
時
代
に
必
要
な

資
質
・
能
力
の
一
端
を
示
し

て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
み

ま
咲
く
未
来
フ
ォ
ー
ラ
ム
、

高
校
生
夢
育
P
B
L
フ
ォ

ー
ラ
ム
、
津
山
市
長
へ
の
提

言
な
ど
で
取
組
を
発
表
し
ま

し
た
。
岡
山
県
高
校
生
議
会

で
も
本
校
生
徒
が
登
壇
し
、

「
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
に

つ
い
て
」「
河
川
岸
の
草
木

の
伐
採
に
つ
い
て
」
の
テ
ー

マ
で
堂
々
と
質
問
し
、
本
校

で
大
き
く
成
長
し
た
姿
を
見

せ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

本
校
生
徒
の
多
く
の
活
躍
が

山
陽
新
聞
や
津
山
朝
日
新
聞
、

テ
レ
ビ
等
で
度
々
取
り
上
げ

ら
れ
ま
し
た
。
本
校
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
も
情
報
発
信
し
て
い
ま
す

の
で
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
課
外
活
動
に
お
い

て
、
調
理
同
好
会
が
全
国
大

会
出
場
、
陸
上
競
技
部
、
剣

道
部
が
中
国
大
会
出
場
を
果

た
し
ま
し
た
。
文
化
面
で
も
、

書
道
部
が
津
山
警
察
署
の
依

頼
を
受
け
、
自
転
車
鍵
か
け

啓
発
動
画
作
成
（
書
道
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
）
に
協
力
い
た

し
ま
し
た
。
同
窓
会
か
ら
は
、

激
励
金
を
贈
呈
し
て
い
た
だ

く
な
ど
の
ご
支
援
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
窓
会
か
ら
多
大

な
る
ご
寄
付
を
い
た
だ
い
て

整
備
で
き
た
コ
モ
ン
ホ
ー
ル

は
、
生
徒
の
グ
ル
ー
プ
学
習

や
憩
い
の
場
と
し
て
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
新
学
習
指
導
要

領
が
完
成
年
度
と
な
り
ま
し

た
が
、
本
年
度
、「
学
校
情

報
化
優
良
校
認
定
（
日
本
教

育
工
学
協
会
）」
を
受
け
る

な
ど
、
現
状
に
満
足
す
る
こ

と
な
く
「
令
和
の
日
本
型
学

校
教
育
」
推
進
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
教
職
員
一
同
、
津
山
東
高

校
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

− 発 行 者 − 

岡山県立津山東
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− 印 　 　 刷 −
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東
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誉
会
長
、
河
村
由
起
子
Ｐ
Ｔ

Ａ
会
長
を
お
迎
え
し
、
入
学

生
と
そ
の
保
護
者
、
教
職
員

の
参
加
の
下
で
四
月
八
日
午

後
二
時
よ
り
挙
行
い
た
し
ま

し
た
。
食
物
調
理
科
四
〇
名
、

看
護
科
四
〇
名
、
普
通
科
一

二
〇
名
、
専
攻
科
三
二
名
の

入
学
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

（
ウ
）
修
学
旅
行

　

令
和
六
年
六
月
一
一
日

（
火
）
～
一
四
日
（
金
）
の
間
、

計
画
し
て
い
た
と
お
り
の
日

程
で
関
東
方
面
へ
の
修
学
旅

行
を
実
施
し
ま
し
た
。
初
日

の
キ
ャ
リ
ア
研
修
（
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
体
験
や
フ
ジ
テ
レ
ビ

で
の
番
組
製
作
体
験
な
ど
）

で
は
普
段
で
は
で
き
な
い
経

験
を
し
ま
し
た
。
二
日
目
の

都
内
班
別
自
主
研
修
や
三
日

目
の
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー
リ
ゾ

ー
ト
で
は
仲
間
た
ち
と
見
聞

を
広
め
、
一
生
の
思
い
出
を

つ
く
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大
変
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
た
四
日
間
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

（
エ
）
東
雲
祭

　

本
年
度
の
東
雲
祭
は
、「
全

校
生
徒
が
盛
り
上
が
っ
て
ほ

し
い
、
楽
し
ん
で
ほ
し
い
」

と
い
う
思
い
の
も
と
、
生
徒

会
執
行
部
が
試
行
錯
誤
を
し

な
が
ら
作
り
上
げ
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
前
に
行
っ
て
い
た

も
の
を
復
活
さ
せ
た
り
、
新

し
い
も
の
に
取
り
組
ん
だ
り

し
て
、
九
月
に
三
日
間
に
わ

た
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

文
化
の
部
で
は
、
開
会
式

で
各
展
示
団
体
が
ア
ピ
ー
ル

を
す
る
ラ
ン
ウ
ェ
イ
を
初
め

て
行
い
ま
し
た
。
展
示
団
体

だ
け
で
な
く
、
各
団
の
団
長

か
ら
の
熱
い
思
い
を
発
表
し

た
り
、
団
T
シ
ャ
ツ
の
図
案

作
成
者
の
思
い
を
伝
え
た
り

も
し
ま
し
た
。
有
志
に
よ
る

ス
テ
ー
ジ
発
表
も
今
年
は
出

場
者
が
多
く
、
二
日
に
わ
た

り
、
ス
テ
ー
ジ
を
盛
り
上
げ

ま
し
た
。

　

体
育
の
部
で
は
団
全
員
が

参
加
す
る
団
応
援(

団
ア
ピ)

を
初
め
て
行
い
ま
し
た
。
団

長
を
中
心
に
各
団
で
団
結
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
年
の
東
雲
祭
は
初
め
て

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
多
数
あ

り
ま
し
た
が
、
生
徒
会
執
行

部
の
頑
張
り
や
、
全
校
生
徒

の
協
力
に
よ
り
成
功
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

勢
い
の
も
と
、
自
分
た
ち
の

学
校
を
好
き
に
な
り
、
よ
り

よ
い
東
高
校
を
作
っ
て
い
っ

て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

（
オ
）
芸
術
鑑
賞
会

　

一
〇
月
一
八
日
午
後
、
関

西
芸
術
座
に
よ
る
演
劇
「
遥

か
な
る
甲
子
園
」
を
鑑
賞
し

ま
し
た
。
本
格
的
な
照
明
と

音
響
に
よ
っ
て
体
育
館
内
に

別
世
界
が
誕
生
し
、
全
員
が

一
　
今
年
度
の
学
校
経
営
計
画

　

本
校
の
ス
ク
ー
ル
ミ
ッ
シ

ョ
ン
は
、
多
様
な
進
路
希
望

に
応
え
る
と
と
も
に
、
主
体

的
な
学
び
を
支
援
し
、
地
域

等
と
連
携
し
た
実
習
、
就
業

体
験
活
動
、
課
題
解
決
型
学

習
や
、
積
極
的
な
国
際
交
流

等
の
教
育
活
動
を
通
し
て
、

様
々
な
場
で
活
躍
し
、
社
会

の
発
展
に
貢
献
す
る
人
材
の

育
成
を
目
指
す
こ
と
で
す
。

こ
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
現
す

る
た
め
に
、
様
々
な
人
や
場

面
と
の
出
会
い
の
中
で
主
体

的
・
協
働
的
に
学
び
、
大
き

く
成
長
し
て
ほ
し
い
と
い
う

願
い
を
込
め
た
「
殻
を
破
ろ

う
、
人
と
繋
が
ろ
う
」
と
い

う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を
掲

げ
、
日
々
の
教
育
活
動
を
行

っ
て
い
ま
す
。

本
年
度
の
具
体
的
な
学
校
経

営
目
標
・
計
画
と
し
て

（
一
）
主
体
的
・
対
話
的
で

深
い
学
び
に
よ
る
資

質
・
能
力
の
育
成

（
二
）
健
や
か
な
心
身
の
育
成

と
人
間
力
の
向
上

（
三
）
安
全
安
心
で
快
適
な
学

校
生
活
の
た
め
の
施
策

の
推
進

（
四
）
学
校
の
魅
力
化
と
情
報

発
信
（
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
）

の
四
点
を
柱
に
、
こ
れ
ら
を

実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な

重
点
項
目
を
定
め
ま
し
た
。

こ
の
目
標
を
各
部
・
室
、
各

科
、
各
学
年
及
び
各
教
科
等

で
ど
の
よ
う
に
実
現
し
て
い

く
か
を
「
担
当
ご
と
の
具
体

的
計
画
」
と
し
て
定
め
、「
達

成
基
準
」
を
明
示
し
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

二
　
生
徒
の
状
況

（
一
）
学
科
構
成
と
生
徒
在
籍
数

（
令
和
七
年
一
月
一
日
現
在
）

（
二
）
生
徒
の
居
住
地
等

　

生
徒
の
居
住
地
は
津
山
市

を
中
心
と
し
た
美
作
地
域
が

九
七
％
を
占
め
て
い
ま
す
が
、

本
校
は
全
県
学
区
と
な
っ
て

い
る
た
め
岡
山
市
、
赤
磐
市

な
ど
県
内
各
地
域
か
ら
も
三

％
が
入
学
し
て
い
ま
す
。
自

宅
か
ら
の
通
学
が
困
難
な
生

徒
の
た
め
に
女
子
寮
（
み
や

が
わ
寮
、
定
員
三
十
二
名
）

が
あ
り
、
今
年
度
は
十
名
の

本
科
生
が
在
寮
し
て
い
ま
す
。

な
お
、
男
子
生
徒
と
専
攻
科

生
は
入
寮
で
き
な
い
た
め
、

下
宿
等
を
し
て
い
ま
す
。

（
三
）
進
路
の
状
況

　

令
和
五
年
度
卒
業
生
の
進

路
概
況
は
左
図
の
よ
う
に
な

っ
て
い
ま
す
。
食
物
調
理
科

は
就
職
と
進
学
が
ほ
ぼ
同
じ

割
合
で
し
た
。
就
職
で
は
調

理
ま
た
は
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス

系
、
進
学
で
は
栄
養
学
や
管

理
栄
養
士
養
成
課
程
等
、
殆

ど
の
生
徒
が
高
校
で
の
専
門

性
を
活
か
し
た
進
路
を
選
択

し
て
い
ま
す
。
看
護
科
は
全

員
が
専
攻
科
へ
進
学
し
ま
し

た
。
専
攻
科
は
看
護
師
と
し

て
医
療
機
関
等
へ
就
職
す
る

生
徒
が
中
心
で
す
。
ま
た
、

養
護
教
諭
や
助
産
師
等
の
資

格
取
得
を
目
指
し
た
大
学
・

専
門
学
校
へ
の
進
学
も
あ
り

ま
し
た
。
な
お
、
令
和
五
年

度
の
看
護
師
国
家
試
験
の
合

格
率
は
一
〇
〇
％
で
し
た
。

こ
れ
は
ひ
と
え
に
津
山
市
医

師
会
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆

様
の
お
力
添
え
の
お
か
げ
と

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

普
通
科
の
進
路
決
定
の
傾

向
は
、
例
年
と
大
き
な
変
化

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
四

回
目
の
実
施
と
な
っ
た
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
の
難
化
の

影
響
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、

三
年
間
で
培
っ
た
力
を
発
揮

し
、
合
格
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
進
路
支
援
部
の
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

三
　
今
年
度
の
取
組
概
況

（
一
）
学
校
行
事

　

令
和
五
年
五
月
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
５

類
に
移
行
さ
れ
、
学
校
生
活

も
コ
ロ
ナ
前
の
状
況
に
戻
り

つ
つ
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、

病
院
等
で
は
今
ま
で
通
り
の

感
染
対
策
が
続
い
て
い
る
た

め
、
病
院
実
習
を
行
う
看
護

科
を
持
つ
本
校
で
は
引
き
続

き
感
染
対
策
に
配
慮
し
て
学

校
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

（
ア
）
令
和
五
年
度
卒
業
式

　

令
和
六
年
三
月
一
日
十
時

よ
り
、
第
一
体
育
館
で
令
和

五
年
度
卒
業
証
書
並
び
に
修

了
証
書
授
与
式
を
挙
行
し
ま

し
た
。
今
年
度
は
一
・
二
年

生
も
式
に
参
加
し
、
学
校
全

体
で
卒
業
生
の
門
出
を
祝
う

式
典
と
な
り
ま
し
た
。
食
物

調
理
科
三
十
八
名
、
看
護
科

三
十
二
名
、
普
通
科
一
一
八

名
が
卒
業
、
専
攻
科
三
十
六

名
が
修
了
し
そ
れ
ぞ
れ
の
道

へ
踏
み
出
し
ま
し
た
。

（
イ
）
令
和
六
年
度
入
学
式

　

令
和
六
年
度
入
学
式
は
、

来
賓
に
藤
田
長
久
同
窓
会
名

1年

119

40

40

199

2年

117

39

40

196

3年

114

36

38

188

640

専1年

31

専2年

26

57

学 科

普 通 科

食物調理科

看護科 ·専攻科

学 年 合 計

計

令和五年度卒業生の進路状況

学

校

の

現

況

学

校

の

現

況
板
谷
淳
子

学

校

の

現

況
教
頭
教
頭

山 

﨑

　

 
 

徹

山 

﨑 

　

 

徹
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作
品
世
界
に
引
き
込
ま
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
「
ろ
う
学
校

高
等
部
」
の
野
球
好
き
の
仲

間
達
が
幾
多
の
困
難
に
立
ち

向
か
う
姿
に
、
胸
を
熱
く
し

ま
し
た
。
特
に
役
者
の
皆
さ

ん
の
手
話
で
の
熱
演
に
、
生

徒
た
ち
は
す
っ
か
り
心
奪
わ

れ
ま
し
た
。
二
学
期
中
間
考

査
最
終
日
の
午
後
、
生
徒
た

ち
は
充
実
し
た
ひ
と
と
き
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

（
カ
）
カ
ナ
ダ
短
期
語
学
研
修

　

令
和
六
年
十
二
月
八
日
～

二
十
一
日
の
二
週
間
、
一
・

二
年
生
の
希
望
者
十
九
名
が

参
加
し
、
カ
ナ
ダ
語
学
研
修

へ
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
ず
姉
妹
校
の
ケ
ロ
ウ
ナ

セ
カ
ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル

（
ケ
ロ
ウ
ナ
高
校
）
を
訪
問

し
交
流
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
語
学

研
修
を
行
い
ま
し
た
。

　

ケ
ロ
ウ
ナ
高
校
へ
の
訪
問

は
、
今
回
で
三
回
目
と
な
り

ま
す
。
今
年
度
は
ケ
ロ
ウ
ナ

高
校
と
の
事
前
交
流
が
実
施

で
き
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ケ
ロ
ウ
ナ
高
校
の
バ
デ
ィ
た

ち
と
会
う
と
す
ぐ
に
打
ち
解

け
、
言
葉
の
壁
を
感
じ
さ
せ

な
い
交
流
を
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
は
、
ブ

リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア

大
学
（
U
B
C
）
で
語
学
研

修
を
行
い
ま
し
た
。
U
B
C

ま
で
は
、
各
自
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
先
か
ら
公
共
交
通
機
関
を

使
い
、
通
学
し
ま
し
た
。
研

修
で
は
、
S
D
G
s
に
つ
い

て
考
え
、
そ
の
内
容
に
関
す

る
調
査
の
た
め
、
U
B
C
の

大
学
生
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
す

る
と
い
う
経
験
も
し
ま
し
た
。

『
英
語
を
学
ぶ
』
こ
と
に
加

え
て
、『
英
語
で
学
ぶ
』
こ

と
も
経
験
で
き
ま
し
た
。

　

日
本
と
は
言
葉
だ
け
で
な

く
文
化
や
考
え
方
が
大
き
く

異
な
る
環
境
の
中
で
、
自
分

た
ち
の
力
で
全
て
を
や
り
遂

げ
た
こ
と
は
大
き
な
自
信
に

な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

こ
の
経
験
は
、
生
徒
た
ち
に

と
っ
て
今
後
の
学
び
や
人
生

に
お
い
て
、
必
ず
大
き
な
力

と
な
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

来
年
度
以
降
も
こ
の
よ
う

な
交
流
を
継
続
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

（
キ
）
校
外
実
習

　

本
年
度
は
、
看
護
科
や
食

物
調
理
科
で
の
校
外
実
習
を
、

ほ
ぼ
例
年
通
り
実
施
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
感
染
症

対
応
に
苦
慮
さ
れ
る
中
で
あ

り
な
が
ら
も
、
地
域
の
多
く

の
病
院
・
施
設
で
実
習
を
受

け
入
れ
て
い
た
だ
き
、
生
徒

は
安
心
し
て
実
習
に
臨
む
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
関
係
の

皆
様
の
御
厚
意
に
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

（
二
）
地
域
連
携

　

本
校
で
は
、
食
物
調
理
科
、

看
護
科
、
普
通
科
そ
れ
ぞ
れ

の
学
び
を
活
か
し
た
地
域
連

携
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
毎

年
延
べ
一
五
〇
名
以
上
の
生

徒
が
地
域
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

食
物
調
理
科
で
は
津
山
産
の

シ
ョ
ウ
ガ
や
地
域
の
食
材
を

活
用
し
た
レ
シ
ピ
を
開
発
し
、

地
元
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
主
催
の
「
高
校
生
レ
シ
ピ

コ
ン
テ
ス
ト
」
や
「
し
の
の

め
キ
ッ
チ
ン
」
の
開
催
、
各

種
イ
ベ
ン
ト
で
の
販
売
を
行

い
ま
し
た
。
看
護
科
は
保
育

園
等
で
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

お
か
や
ま
マ
ラ
ソ
ン
等
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
活
躍
し
ま
し
た
。
ま
た
、

普
通
科
で
は
ご
ん
ご
祭
り
等

津
山
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
ス
タ
ッ
フ
や
、
子
ど

も
た
ち
の
学
習
支
援
等
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
参
加
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
校
内
で

は
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間

（
校
内
名
称
「
行
学
」）
の
時

間
を
中
心
に
、
地
域
と
連
携

し
た
探
究
学
習
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　

本
校
は
岡
山
県
教
育
委
員

会
「
お
か
や
ま
高
校
生
地
域

未
来
創
造
事
業
」
の
四
年
目

の
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
高
校
生
が
中

山
間
地
域
等
に
お
け
る
地
域

の
課
題
に
主
体
的
に
取
り
組

み
、
実
体
験
を
も
っ
て
地
域

に
つ
い
て
学
習
す
る
こ
と
で
、

地
域
へ
の
愛
着
心
の
醸
成
と

地
域
貢
献
の
意
欲
向
上
を
図

り
、
次
代
の
中
山
間
地
域
に

お
い
て
活
躍
す
る
人
材
を
育

成
す
る
こ
と
が
目
標
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
本
校
は
二
年
生

普
通
科
の
行
学
で
研
究
に
取

り
組
み
ま
し
た
。
津
山
市
加

茂
町
知
和
地
区
や
鏡
野
町
香

北
地
区
、
美
作
市
上
山
地
区

を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
中
山
間
地

域
に
お
け
る
福
祉
や
教
育
、

地
域
振
興
等
の
諸
課
題
に
真

剣
に
向
き
合
い
、
地
域
の
皆

様
と
連
携
し
て
、
高
校
生
と

し
て
何
が
で
き
る
か
を
考
え

実
践
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
に
は
、
岡
山
大

学
教
育
推
進
機
構
准
教
授
の

吉
川
幸
様
、
美
作
大
学
生
活

科
学
部
教
授
の
武
田
英
樹
様

を
始
め
、
美
作
大
学
、
株
式

会
社
マ
ル
イ
、
津
山
市
役
所
、

鏡
野
町
役
場
や
地
域
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
タ
ー
、
地
域
の
皆
様

に
御
協
力
い
た
だ
き
、
生
徒

の
活
動
に
御
指
導
御
助
言
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
三
）
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

○
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

　

八
月
二
十
ニ
日
、
中
学
二
・

三
年
生
と
そ
の
保
護
者
を
対

象
に
、
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
、
体
験
講
座
（
普
通
科
）、

実
習
見
学
（
食
物
調
理
科
・

看
護
科
）、
在
校
生
と
の
座

談
会
（
全
科
）
を
行
い
、
当

日
は
合
計
八
七
一
名
（
中
学

三
年
生
四
〇
八
名
、
中
学
二

年
生
一
七
七
名
、
保
護
者
二

八
六
名
）
の
参
加
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
日

は
約
百
名
の
在
校
生
が
ス
タ

ッ
フ
と
し
て
受
付
・
誘
導
案

内
や
実
習
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー

シ
ョ
ン
、
座
談
会
等
の
運
営

に
協
力
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
所
で
主
体
的
に
行
動
す
る

生
徒
の
姿
を
参
加
者
の
皆
さ

ん
に
ご
覧
い
た
だ
け
た
こ
と

が
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
ス
ク
ー

ル
の
最
大
の
成
果
と
な
り
ま

し
た
。
本
校
の
魅
力
や
特
徴

を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、

来
年
度
以
降
も
内
容
や
実
施

方
法
を
工
夫
し
な
が
ら
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
を
企
画
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
部
活
動
公
開

　

七
月
二
十
九
日
・
三
十
日

の
二
日
間
、
中
学
三
年
生
と

そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、
部

活
動
公
開
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
と
午
後
の
二
部
制
で
行

い
、
自
由
に
見
学
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
二
日
間
で

中
学
生
約
九
十
名
が
暑
い
中

で
し
た
が
来
校
し
て
く
れ
、

本
校
生
の
部
活
動
の
様
子
を

見
学
し
ま
し
た
。

（
四
）
受
賞
の
記
録

　

生
徒
は
日
頃
の
活
動
の
成

果
を
様
々
な
機
会
に
発
揮
し

て
い
ま
す
。
今
年
度
の
主
な

成
績
を
御
紹
介
し
ま
す
。

〈
全
国
大
会
〉

【
食
物
調
理
科
】

○
う
ま
い
っ
し
ょ
甲
子
園

　

全
国
高
校
生
料
理
選
手
権

二
〇
二
四

　

審
査
員
特
別
賞

　
　

川
原　

環
楽　

⑶

　
　

木
元　

芹
奈　

⑶

○
第
三
十
四
回
全
国
産
業
教

育
フ
ェ
ア
栃
木
大
会
全
国

高
校
生
ク
ッ
キ
ン
グ
コ
ン

テ
ス
ト

　

特
別
賞

　
　

井
上　

美
嶺　

⑶

　
　

藤
本　

麻
央　

⑶

○
第
十
一
回
豆
乳
レ
シ
ピ
コ

ン
テ
ス
ト

　

豆
乳
お
か
ず
部
門

　

最
優
秀
賞

　
　

木
元　

芹
奈　

⑶

　

最
優
秀
学
校
賞

　
　

津
山
東
高
校

○
令
和
六
年
度
食
肉
惣
菜
創

作
発
表
会
ミ
ー
ト
デ
リ
カ

コ
ン
テ
ス
ト
全
国
大
会

　

審
査
委
員
特
別
賞

　
　

長
尾　

実
果　

⑶

○
全
国
高
校
生
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
甲
子
園
二
〇
二
四

　

出
場

　
　

島
村　
　

湧　

⑵

　
　

清
水　

千
賀　

⑵

〈
中
国
大
会
〉

【
剣
道
部
】

○
第
七
十
回
中
国
高
等
学
校

剣
道
選
手
権
大
会

　

女
子
個
人　

出
場

　
　

髙
橋
佳
那
子　

⑵

【
陸
上
競
技
部
】

○
第
七
十
七
回
中
国
高
等
学

校
陸
上
競
技
対
校
選
手
権

大
会

　

女
子
や
り
投
げ

　
　

神
谷　

優
空　

⑶

　

女
子
三
段
跳

　
　

松
川　

真
結　

⑶

〈
県
大
会
ベ
ス
ト
８
以
上
〉

【
食
物
調
理
科
】

○
第
四
十
五
回
（
令
和
六
年

度
）
牛
乳
・
乳
製
品
利
用

料
理
コ
ン
ク
ー
ル

　

優
良
賞

　
　

小
畠　
　

慎　

⑵

○
令
和
六
年
度
食
肉
総
菜
創

作
発
表
会
岡
山
県
大
会

　

最
優
秀
賞

　
　

長
尾　

実
果　

⑶
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た
。

　

そ
の
結
果
、
就
職
で
は
本

科
生
が
応
募
し
た
ほ
と
ん
ど

の
企
業
か
ら
内
定
を
い
た
だ

き
、
進
学
で
は
総
合
型
選
抜
・

学
校
推
薦
型
選
抜
で
十
三
名

の
生
徒
が
国
公
立
大
学
合
格

を
勝
ち
取
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
今
後
一
般
選
抜
を
受
験

す
る
生
徒
は
、
希
望
す
る
学

校
に
合
格
す
る
た
め
に
、
一

生
懸
命
勉
学
に
励
ん
で
い
ま

す
。
今
後
も
、
生
徒
が
希
望

す
る
進
路
希
望
の
実
現
に
向

け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
同
窓
生

の
皆
様
に
も
ご
協
力
を
お
願

い
す
る
こ
と
も
あ
る
か
と
思

い
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
度
の
進
路

状
況
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

（
一
月
末
現
在
判
明
分
）

進
学
の
部

○
合
格
者
数

《
本
科
》

・
国
公
立
大
学　
　
　
　
　

13

・
私
立
大
学　
　
　
　
　
　

116

・
私
立
短
期
大
学　
　
　
　

3

・
専
門
学
校
等　
　
　
　
　

31

《
専
攻
科
》

・
専
門
学
校
等　
　
　
　
　

2

○
主
な
合
格
先

（ ）

内
は
人
数

《
本
科
》

〔
国
公
立
大
学
〕

岡
山
大
⑶
、
島
根
大
⑶
、
高

知
大
、
岡
山
県
立
大
、
山
口

東
京
理
科
大
、
福
山
市
立
大
、

島
根
県
立
大
、
公
立
鳥
取
環

境
大
、
名
桜
大

〔
私
立
大
学
〕

京
都
外
国
語
大
⑹
、
京
都
産

業
大
⑺
、
京
都
精
華
、
京
都

橘
⑵
、
大
阪
経
済
大
⑻
、
大

阪
商
大
、
大
阪
保
健
医
療
大

⑵
、
関
西
外
国
語
大
⑶
、
近

畿
大
⑸
、
四
天
王
寺
大
、
摂

南
大
⑵
、
阪
南
大
⑶
、
桃
山

学
院
大
⑶
、
大
和
大
⑶
、
大

手
前
大
、
神
戸
学
院
大
⑹
、

武
庫
川
女
子
大
⑵
、
岡
山
商

科
大
⑵
、
岡
山
理
科
大
⑷
、

川
崎
医
療
福
祉
大
⑼
、
環
太

平
洋
大
⑵
、
就
実
大
⑿
、
清

心
女
子
⑼
、
美
作
大
⒂
、
広

島
工
業
大
、
広
島
国
際
大
⑵
、

広
島
修
道
大
⑵
、
福
山
大
、

徳
島
文
理
大

〔
私
立
短
期
大
学
〕

大
阪
成
蹊
短
大
、
関
西
外
大

短
大
、
東
洋
食
品
工
業
短
大

〔
専
門
学
校
等
〕

E
S

P

エ
ン
タ
テ
イ
メ
ン
ト
東

京
、
東
京
俳
優
・
映
画
＆
放

送
専
門
、
日
本
工
学
院
、
上

田
安
子
服
飾
専
門
、
キ
ャ
ッ

ト
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
カ
レ
ッ
ジ
、

大
阪
歯
科
衛
生
学
院
、
大
阪

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
カ
レ
ッ
ジ
、

大
阪E

C
O

動
物
海
洋
専
門
、

大
阪
外
国
語
・
ホ
テ
ル
・
エ

ア
ラ
イ
ン
専
門
、
神
戸
国
際

調
理
製
菓
、
日
本
栄
養
専
門
、

岡
山
ビ
ジ
ネ
ス
カ
レ
ッ
ジ
⑵
、

岡
山
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
学
院
⑶
、

ビ
ー
マ
ッ
ク
ス
、
岡
山
県
理

美
容
⑵
、
西
日
本
調
理
製
菓
、

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
岡
山

歯
科
衛
生
、
朝
日
医
療
大
学

校
⑵
、
岡
山
医
療
福
祉
、
岡

山
済
生
会
看
護
、
岡
山
医
療

附
看
護
⑵
、
倉
敷
中
央
看
護
、

中
国
職
能
大
学
校
、
小
井
出

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ユ
ー
テ
ィ

ー
、
鳥
取
市
医
療
看
護

《
専
攻
科
》

〔
専
門
学
校
等
〕

遠
賀
中
央
看
護
助
産

ユ
マ
ニ
テ
ク
看
護
助
産

就
職
の
部

○
就
職
状
況

・
就
職
内
定
数
／
希
望
者

　
　

本　

科　
　

15
／
15
名

　
　

専
攻
科　
　

24
／
24
名

○
就
職
内
定
先

《
本
科
》

【
一
般
企
業
】

・
県
内

ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
岡
山
、

H
N
A
津
山
、
デ
ジ
タ
ル
総

合
印
刷
、
キ
ノ
シ
タ
シ
ョ
ウ

テ
ン
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
、
津
山

信
用
金
庫
、
大
市
珍
味
、

B
lue R

esort

ラ
ン
ド
マ
ー

ク
ゴ
ル
フ
倶
楽
部

・
県
外

（
京
都
）
御
料
理
・
京
の
宿  

南

禅
寺
参
道  

菊
水

（
大
阪
）
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
大

阪
、ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル

（
兵
庫
）
ホ
テ
ル
ニュ
ー
ア
ワ
ジ
⑵

（
島
根
）
玉
造
皆
実

（
広
島
）
映
ク
ラ

【
公
務
員
】

税
務
職
員
、
警
察
官
、
陸
上

自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生
・
自

衛
官
候
補
生

《
専
攻
科
》

・
県
内

津
山
中
央
病
院
⑼
、
津
山
第
一

病
院
⑹
、
中
島
病
院
、
石
川

病
院
、
希
望
ヶ
丘
ホ
ス
ピ
タ
ル

⑵
、
大
原
病
院
⑵
、
岡
山
医

療
セ
ン
タ
ー
、
労
災
病
院

・
県
外

（
兵
庫
）
公
立
豊
岡
病
院

　

同
窓
生
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご
健

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。
平
素
は
本
校
の
進

路
指
導
に
つ
き
ま
し
て
、
ご

支
援
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

近
年
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や

情
報
通
信
技
術
の
進
展
、
少

子
高
齢
化
な
ど
の
社
会
の
変

化
へ
の
対
応
が
必
要
と
な
っ

て
お
り
、
教
育
現
場
に
お
い

て
も
そ
の
影
響
が
大
き
く
見

ら
れ
ま
す
。
特
に
大
学
入
試

で
は
多
様
な
個
性
や
資
質
を

備
え
た
学
生
を
選
抜
す
る
さ

ま
ざ
ま
な
入
試
が
行
わ
れ
て

お
り
、
さ
ら
に
二
〇
二
〇
年

度
よ
り
導
入
さ
れ
た
共
通
テ

ス
ト
に
は
今
年
度
よ
り
新
た

に
情
報
科
目
が
加
わ
る
な
ど

変
更
・
再
編
さ
れ
る
予
定
で

あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
、

生
徒
が
希
望
す
る
進
路
の
実

現
に
向
け
て
、
教
員
一
丸
と

な
っ
て
生
徒
と
一
緒
に
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
。
知
識
の

習
得
の
み
な
ら
ず
、
見
え
な

い
力
の
育
成
に
も
力
を
注
い

で
お
り
、
生
徒
は
本
校
の
特

色
で
あ
る
行
学
や
現
場
実
習

を
通
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
力
や
実
践
力
を
磨
い

て
い
ま
す
。
ま
た
今
年
度
は

学
習
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
調
査
に

加
え
、
自
己
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
設
け
、
自

己
管
理
力
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
を
行
い
ま
し

あ
る
高
等
学
校
が
生
徒
募
集

に
苦
戦
し
て
い
る
中
、
本
校

は
県
北
の
多
く
の
中
学
生
や

そ
の
保
護
者
に
と
っ
て
「
行

き
た
い
学
校
」「
行
か
せ
た

い
学
校
」
と
い
う
高
い
評
価

を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
本
校
に
現
在
通
っ
て
来

て
く
れ
て
い
る
生
徒
た
ち
の

活
躍
等
に
対
す
る
評
価
で
あ

る
と
同
時
に
、
本
校
を
巣
立

っ
て
い
っ
た
卒
業
生
の
社
会

で
の
活
躍
に
対
す
る
評
価
で

あ
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

へ
の
対
応
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
私
た
ち
は
正
解
の
な

い
課
題
に
協
働
し
て
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代

に
置
か
れ
て
い
ま
す
。
他
者

と
協
働
し
て
課
題
解
決
に
取

り
組
む
こ
と
が
で
き
る
人
材
、

地
域
社
会
、
国
際
社
会
の
発

展
に
貢
献
で
き
る
人
材
を
育

成
す
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も

教
育
内
容
の
改
善
、
教
育
体

制
の
整
備
を
す
す
め
、
地
域

か
ら
必
要
と
さ
れ
る
学
校
で

あ
り
続
け
る
よ
う
努
力
を
し

て
い
き
ま
す
。
皆
様
方
に
お

か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
も
引

き
続
き
本
校
の
教
育
活
動
に

つ
い
て
御
理
解
を
い
た
だ
き
、

御
支
援
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

優
秀
賞

　
　

真
木　

章
汰　

⑶

○
桃
太
郎
さ
ん
の
地
産
地
消

ど
ん
ぶ
り
王
選
手
権

　

優
秀
賞

　
　

岩
佐　

結
依　

⑵

○
令
和
六
年
度
岡
山
県
高
等

学
校
家
庭
ク
ラ
ブ
研
究
発

表
大
会

　

優
良
賞

　

ホ
ー
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
　

酒
井　

杏
彩　

⑵

【
陸
上
競
技
部
】

○
第
六
十
三
回
岡
山
県
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
陸
上

競
技
大
会

　

女
子
三
段
跳　
　

第
四
位

　
　

松
川　

真
結　

⑶

　

女
子
や
り
投　
　

第
六
位

　
　

神
谷　

優
空　

⑶

○
第
七
十
回
岡
山
県
陸
上
競

技
選
手
権
大
会

　

女
子
三
段
跳　
　

第
六
位

　
　

松
川　

真
結　

⑶

　

女
子
や
り
投　
　

第
六
位

　
　

神
谷　

優
空　

⑶

○
第
五
十
七
回
岡
山
県
高
等

学
校
陸
上
競
技
選
手
権
大

会

　

男
子
四
〇
〇
ｍ
Ｈ

　

第
五
位

　
　

宮
本　

亮　

⑵

〇
第
七
十
二
回
岡
山
県
高
等

学
校
新
人
陸
上
競
技
大
会

　

男
子
四
〇
〇
ｍ
Ｈ

　

第
五
位

　
　

宮
本　

亮　

⑵

【
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
】

○
第
六
十
三
回
岡
山
県
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
競
技

　

ベ
ス
ト
８

四
　
お
わ
り
に

　

全
国
的
に
中
山
間
地
域
に

射
場
麻
梨
沙

進
路
支
援
部
長

進
路
支
援
部

報
告
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同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

上
げ
ま
す
。
平
素
か
ら
看
護

科
・
専
攻
科
の
教
育
活
動
に

多
大
な
る
ご
支
援
と
ご
協
力

を
い
た
だ
き
誠
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

本
校
看
護
科
・
専
攻
科
で

は
こ
の
度
、
五
年
一
貫
課
程

の
十
九
期
生
を
送
り
出
す
運

び
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
看
護
科
・
専
攻

科
の
教
育
活
動
に
お
い
て
、

感
染
予
防
策
を
講
じ
な
が
ら
、

以
前
の
よ
う
な
活
動
が
実
施

で
き
ま
し
た
の
で
ご
報
告
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
六
年
四
月
、
看
護
科

一
年
生
四
十
名
が
入
学
し
ま

し
た
。

　

相
手
の
こ
と
を
思
い
や
る

気
持
ち
を
大
切
に
し
な
が
ら

看
護
師
に
な
る
夢
を
叶
え
る

た
め
の
学
習
に
一
生
懸
命
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

十
月
三
日
に
は
、
本
校
の

第
二
体
育
館
を
式
場
に
、
第

五
十
九
回
継
灯
式
を
挙
行
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
継
灯

式
に
名
称
を
変
更
し
て
三
回

目
に
な
る
今
回
は
、
実
習
施

設
の
方
々
を
来
賓
と
し
て
お

迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
継
灯
生
は
、
来
賓
の
皆

様
と
保
護
者
の
皆
様
、
そ
し

て
教
職
員
の
前
で
、
看
護
の

精
神
の
象
徴
で
あ
る
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
の
灯
を
引
き
継
ぎ
、

誓
い
の
言
葉
を
唱
和
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、

来
賓
の
皆
様
か
ら
心
温
ま
る

お
祝
い
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

継
灯
生
一
同
、
看
護
の
道
を

歩
む
決
意
を
新
た
に
し
ま
し

た
。

　

専
攻
科
に
お
い
て
は
、
津

山
市
医
師
会
を
は
じ
め
と
す

る
外
部
講
師
の
先
生
方
に
は
、

専
門
分
野
の
授
業
で
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
多
く

の
方
に
支
え
て
い
た
だ
き
な

が
ら
学
ん
で
き
た
専
攻
科
二

年
生
は
、
二
月
十
六
日
に
第

一
一
四
回
看
護
師
国
家
試
験

を
受
験
し
ま
す
。
五
年
間
の

集
大
成
と
し
て
、
持
て
る
力

を
最
大
限
発
揮
し
て
頑
張
っ

て
き
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

　

令
和
四
年
度
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
改
正
に
よ
り
「
在
宅
看

護
論
」
が
「
地
域
・
在
宅
看

護
論
」
に
名
称
が
変
更
に
な

り
、
地
域
で
生
活
す
る
様
々

な
健
康
レ
ベ
ル
に
あ
る
人
を

理
解
し
、
そ
の
人
ら
し
く
生

活
で
き
る
た
め
の
看
護
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
、
看
護
科
３
年
生
を
対
象

と
し
た
「
在
宅
看
護
」
の
授

業
で
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

取
り
入
れ
、
学
校
周
辺
の
地

域
で
活
動
さ
れ
て
い
る
方
に

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
ま

し
た
。
地
域
で
生
活
す
る

人
々
と
関
わ
り
を
持
つ
こ
と

や
地
域
の
特
性
を
知
る
こ
と

は
、
地
域
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
に
貢
献
す
る
人
材
を
育

成
す
る
上
で
も
重
要
な
こ
と

で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
臨
地
実
習
に
お
い
て

も
、
入
院
さ
れ
て
い
る
対
象

者
を
地
域
で
生
活
し
て
い
る

人
と
捉
え
、
退
院
後
の
生
活

を
意
識
し
た
援
助
が
で
き
る

よ
う
指
導
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
生
徒
は
、様
々

な
年
代
の
方
々
を
対
象
に
し

た
地
域
の
活
動
に
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
積
極
的
に
活

動
を
し
て
い
ま
す
が
、
今
ま

で
以
上
に
地
域
の
方
々
と

様
々
な
面
で
つ
な
が
る
活
動

が
必
要
で
す
。
学
年
や
世
代

の
枠
を
越
え
、
津
山
東
高
校

の
良
き
伝
統
を
大
切
に
引
き

継
い
で
こ
ら
れ
た
、
同
窓
生

の
皆
様
の
お
力
を
お
借
り
で

き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

津
山
東
高
校
看
護
科
・
専

攻
科
が
地
域
の
保
健
・
医
療
・

福
祉
に
貢
献
で
き
る
人
材
を

養
成
す
る
役
割
を
果
た
し
て

い
け
る
よ
う
、
生
徒
、
教
職

員
と
も
に
力
を
合
わ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
今
後
と
も
変
わ

ら
ぬ
ご
指
導
と
ご
鞭
撻
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
近
況
の
報
告
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

同
窓
生
の
皆
様
方
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
ま
す
ま
す
ご

健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し

あ
げ
ま
す
。

　

本
校
食
物
調
理
科
は
設
立

か
ら
三
十
七
年
が
経
ち
、
多

く
の
卒
業
生
の
活
躍
の
噂
を

い
つ
も
耳
に
し
、
頼
も
し
く

思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
度
の
生
徒
の

全
国
で
の
活
躍
に
つ
い
て
ご

報
告
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

と
、
日
本
豆
乳
協
会
主
催
、

第
十
一
回
豆
乳
レ
シ
ピ
甲
子

園
〈
豆
乳
お
か
ず
部
門
〉
に

お
い
て
、
三
年
の
木
元
芹
奈

の
「
ふ
っ
く
らsoy

天
津
飯
」

が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し

た
。
ま
た
、
本
校
が
最
優
秀

学
校
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

文
部
科
学
省
主
催
、
第
三

十
四
回
全
国
産
業
教
育
フ
ェ

ア
栃
木
大
会
全
国
高
校
生
ク

ッ
キ
ン
グ
コ
ン
テ
ス
ト
に
お

い
て
「
フ
ー
ド
ジ
ャ
パ
ン
代

表
」
と
題
し
た
三
年
の
井
上

美
嶺
と
藤
本
麻
央
ペ
ア
が
特

別
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。　

　

全
国
高
校
生
食
の
コ
ン
ク

ー
ル
実
行
委
員
会
主
催
、
う

ま
い
っ
し
ょ
甲
子
園　

全
国

高
校
生
料
理
選
手
権
二
〇
二

四
に
お
い
て
「
食
肉
の
秋
！

肉
花
堂
弁
当
」
と
題
し
た
三

年
の
川
原
環
楽
と
木
元
芹
奈

ペ
ア
が
審
査
員
特
別
賞
を
受

賞
し
ま
し
た
。　

　

全
国
食
肉
事
業
協
同
組
合

連
合
会
主
催
、
令
和
六
年
度

食
肉
惣
菜
創
作
発
表
会
ミ
ー

ト
デ
リ
カ
コ
ン
テ
ス
ト
全
国

大
会
に
お
い
て
、
三
年
の
長

尾
実
果
の
「
サ
ク
サ
ク
さ
さ

み
揚
げ
」
が
審
査
委
員
特
別

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

全
国
高
校
生
ガ
ス
ト
ロ
ノ

ミ
ー
甲
子
園
実
行
委
員
会
主

催
、
全
国
高
校
生
ガ
ス
ト
ロ

ノ
ミ
ー
甲
子
園
二
〇
二
四
に

二
年
生
の
島
村
湧
、
清
水
千

賀
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

さ
て
、
一
月
二
十
一
日
、

三
年
間
の
学
習
の
成
果
を
発

表
す
る
第
三
十
五
回
卒
業
制

作
展
示
発
表
会
を
開
催
い
た

し
ま
し
た
。
生
徒
達
は
感
謝

の
気
持
ち
を
込
め
、
一
つ
一

つ
作
品
を
仕
上
げ
ま
し
た
。

共
同
制
作
で
は
塵
も
積
も
れ

ば
山
と
な
る
と
い
う
言
葉
が

あ
る
よ
う
に
、
私
達
も
日
々

努
力
を
積
み
上
げ
て
い
き
、

今
後
調
理
の
ス
キ
ル
を
上
げ

た
い
と
い
う
思
い
で
「
塵
も

積
も
れ
ば
食
と
な
る
」
と
し
、

調
理
に
よ
っ
て
廃
棄
さ
れ
る

野
菜
の
皮
や
種
、
卵
の
殻
な

ど
を
着
色
し
、
三
年
間
の
調

理
で
学
ん
だ
和
洋
中
の
国
の

シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
鳥
を
表
現

し
ま
し
た
。

　

料
理
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い

て
は
、「
春
暖
花
開
」
と
題

し
た
森
本
さ
く
ら
の
作
品
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

そ
の
他
、
優
秀
賞
に
は
、
内

山
美
咲
と
土
井
麻
理
奈
、
審

査
員
特
別
賞
に
は
、
井
口
侑

哉
、
川
原
環
楽
、
木
元
芹
奈
、

西
尾
佳
純
、
横
尾
純
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
決
し
て
賞
を
取

る
こ
と
が
目
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
三
年
間
お
互
い
に

切
磋
琢
磨
し
た
仲
間
を
讃
え
、

各
自
が
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
こ
と
の
で
き
た
発
表
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

進
路
に
つ
き
ま
し
て
は
、

岡
山
県
立
大
学
、
美
作
大
学
・

ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
清
心
女
子
大

学
の
管
理
栄
養
士
養
成
課
程

へ
の
進
学
を
は
じ
め
、
製
菓

衛
生
師
の
資
格
取
得
を
目
指

し
て
専
門
学
校
に
進
学
す
る

生
徒
や
、
そ
の
他
の
資
格
取

得
に
向
け
て
進
学
す
る
生
徒

が
約
三
分
の
二
を
占
め
、
就

職
に
お
い
て
は
、
ロ
イ
ヤ
ル

ホ
テ
ル
、
玉
造
温
泉
ホ
テ
ル

佳
翠
苑
皆
美
、
映
ク
ラ
、
菊

水
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア

大
阪
、
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
ア
ワ

ジ
な
ど
、
県
外
の
ホ
テ
ル
・

旅
館
で
の
内
定
を
頂
き
、
活

躍
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
て
お

り
、
ま
た
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン

ヴ
ィ
ア
岡
山
、
ザ･

シ
ロ
ヤ

マ
テ
ラ
ス･

津
山
別
邸
、
フ

レ
ッ
シ
ュ　

な
ど
県
内
で
地

域
貢
献
を
し
た
い
と
強
い
思

い
を
も
っ
て
就
職
を
叶
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の

よ
う
な
不
況
の
中
で
も
調
理

師
の
資
格
を
活
用
し
て
就
職

出
来
る
の
は
、
卒
業
さ
れ
た

先
輩
が
頑
張
っ
て
お
ら
れ
る

お
陰
で
あ
り
、
先
輩
方
を
目

標
に
後
輩
が
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
と
期
待
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　

今
後
も
社
会
に
貢
献
す
る

調
理
師
の
育
成
を
目
指
し
、

職
員
一
同
力
を
合
わ
せ
て
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
指
導
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
し
て
、

近
況
報
告
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

小
林
悦
子

看
護
科
長

看

　護

　科

近
況
報
告

河
本
美
喜

食
物
調
理
科
長

食
物
調
理
科

近
況
報
告
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近
況
と
思
い
出

　
昭
和
四
十
一
年

　
　
　
津
山
市
立
高
校
　
農
芸
科
学
卒

同
窓
会
長　

大

山

正

志

　

卒
業
後
六
十
年
が
経
ち
ま

す
。
今
回
、
在
学
当
時
の
思

い
出
と
近
況
を
述
べ
て
み
ま

す
。

　

現
在
、
妻
と
二
人
で
年
金

生
活
真
っ
只
中
で
す
。
元
々

生
ま
れ
も
育
ち
も
農
家
な
の

で
、
自
然
と
農
業
関
係
の
仕

事
に
就
き
、
退
職
後
は
地
産

地
消
の
直
売
所
向
け
の
野
菜

や
果
物
を
栽
培
し
家
計
の
足

し
に
し
て
い
ま
す
。
収
入
は

僅
か
で
す
が
、
健
康
維
持
と

暇
つ
ぶ
し
、
そ
し
て
農
地
の

荒
廃
防
止
と
思
い
汗
を
流
し

て
い
ま
す
。
最
近
の
物
価
高

騰
は
我
が
家
の
家
計
に
も
か

な
り
の
影
響
が
出
て
い
ま
す
。

地
球
温
暖
化
に
よ
る
生
産
量

の
減
少
や
品
質
の
低
下
、
農

機
具
や
燃
料
代
そ
し
て
生
産

資
材
肥
料
農
薬
な
ど
の
価
格

上
昇
が
原
因
で
あ
り
、
価
格

の
安
定
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

以
前
、
農
業
経
営
を
営
む

者
は
七
桁
農
業
が
目
標
で
し

た
。
七
桁
農
業
と
は
、
農
業

所
得
を
百
万
円
以
上
に
押
し

上
げ
る
目
標
値
で
し
た
。
昭

和
四
十
年
の
米
一
俵
の
政
府

買
取
価
格
が
六
千
五
百
三
十

五
円
に
対
し
、
令
和
六
年
の

相
対
取
引
は
二
万
三
千
七
百

十
五
円
で
取
引
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
僅
か
三
．
六
倍
の

値
上
が
り
で
す
。
私
は
、
在

学
当
時
就
職
志
望
で
し
た
。

自
宅
か
ら
の
通
勤
可
能
な
津

山
市
内
で
就
職
し
ま
し
た
。

当
時
の
歌
謡
曲
で
月
給
は
一

万
三
千
八
百
円
と
い
う
歌
が

流
行
っ
て
い
ま
し
た
。
令
和

六
年
度
市
役
所
の
初
任
給
は

十
六
万
六
千
六
百
円
で
十
二

倍
と
な
り
、
今
年
も
五
％
近

く
の
上
昇
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

農
家
所
得
も
他
産
業
並
み
の

収
入
確
保
か
物
価
に
似
合
う

も
の
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

農
業
科
の
復
活
が
必
要
で
は

　
昭
和
三
十
六
年
　

　
　
　
津
山
市
立
高
校
　
農
業
科
卒

杉

山

和

之

　

私
が
学
ん
だ
昭
和
三
十
二

年
か
ら
四
年
間
の
頃
は
、
米

の
三
割
増
産
を
目
標
に
政
府

が
政
策
と
し
て
打
出
し
、
農

家
に
生
産
意
欲
の
推
奨
を
し

て
い
た
。
食
糧
の
主
食
は
米

で
、
農
家
は
米
作
り
が
最
大

の
収
入
源
で
も
あ
っ
た
。
そ

の
た
め
山
間
や
棚
田
の
不
便

な
所
で
も
人
力
で
耕
し
、
一

生
懸
命
に
米
作
り
を
し
た
も

の
だ
。
今
、
そ
の
頃
を
振
り

返
っ
て
み
れ
ば
、
機
械
化
が

進
み
、
想
像
も
し
な
か
っ
た

省
力
化
が
す
す
み
、
楽
に
な

っ
て
い
る
。
そ
の
反
面
、
人

口
の
減
少
や
高
齢
化
で
耕
作

放
棄
地
が
増
え
、
地
域
の
形

態
が
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ

る
。
こ
れ
に
伴
な
い
農
家
の

経
営
意
欲
も
低
下
し
、
就
農

者
も
少
な
く
後
継
者
不
足
に

な
っ
て
い
る
。
近
年
で
は
食

事
の
嗜
好
が
変
わ
り
、
米
の

需
要
が
減
少
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。

　

し
か
し
、
最
近
で
は
米
不

足
の
状
況
も
み
ら
れ
、
価
格

上
昇
の
き
っ
か
け
と
も
い
わ

れ
て
い
る
。
長
年
低
価
格
で

推
移
し
て
い
た
米
の
価
格
は
、

他
の
物
価
上
昇
を
考
え
れ
ば

当
然
の
こ
と
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
。
日
本
に
と
っ
て
主
食

で
あ
る
米
の
生
産
は
、
重
要

農
産
物
に
違
い
な
い
が
、
心

配
な
の
は
生
産
に
携
わ
る
後

継
者
不
足
で
あ
る
。
新
規
就

農
者
と
し
て
関
心
を
も
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
政
策
を
推

進
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思

う
。
現
在
の
東
高
に
は
農
業

関
係
の
科
は
な
く
な
っ
た
が
、

農
業
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら

え
る
よ
う
、
農
業
科
の
復
活

は
で
き
な
い
も
の
か
と
思
う
。

私
た
ち
が
学
ん
だ
頃
と
現
在

で
は
、
栽
培
技
術
、
肥
料
、

機
械
化
な
ど
様
変
わ
り
し
て

お
り
、
新
し
い
知
識
で
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
学
習
に

は
実
習
田
も
必
要
な
の
で
、

近
隣
農
家
と
の
連
携
も
考
え

ら
れ
る
。
生
徒
数
も
一
挙
に

大
人
数
で
な
く
、
少
人
数
で

よ
い
と
思
う
。
ま
ず
、
学
習

の
場
を
提
供
し
、
知
識
を
得

て
農
業
（
作
物
、
果
樹
、
野

菜
な
ど
）
に
興
味
を
持
っ
て

も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
る
。

目
標
を
も
つ
と
い
う
こ
と

　
平
成
十
年
　
衛
生
看
護
科
卒

金

光

加

奈

（
旧
姓
田
渕
）

　

私
は
現
在
、
生
活
介
護
事

業
所
で
働
い
て
い
ま
す
。
生

活
介
護
と
は
、
常
時
介
護
を

必
要
と
す
る
障
が
い
の
あ
る

人
を
対
象
に
、
日
常
生
活
全

般
に
関
す
る
介
護
、
創
作
的

活
動
や
生
産
活
動
の
機
会
を

提
供
す
る
障
害
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
一
つ
で
す
。
現
在
、
通

所
さ
れ
て
い
る
S
さ
ん
は

交
通
事
故
に
遭
い
、
重
度
の

障
害
を
抱
え
て
い
ま
す
。
ま

だ
三
十
代
で
す
が
、
仕
事
復

帰
す
る
事
は
難
し
く
、
日
常

生
活
に
お
い
て
も
、
ま
だ
ま

だ
支
援
が
必
要
な
状
態
で
す
。

そ
ん
な
S
さ
ん
に
は
「
一

人
暮
ら
し
を
す
る
」
と
い
う

目
標
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち

支
援
者
も
そ
の
目
標
に
向
か

っ
て
、
S
さ
ん
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

ず
、
一
人
暮
ら
し
を
す
る
為

の
体
力
づ
く
り
と
し
て
、
山

登
り
を
提
案
し
た
と
こ
ろ

「
や
り
た
い
！
」
と
と
て
も

喜
ん
で
頂
け
ま
し
た
。
今
は

山
登
り
を
成
功
さ
せ
る
た
め
、

毎
日
一
時
間
以
上
の
歩
行
練

習
に
汗
を
流
し
、
一
生
懸
命
、

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。
S

さ
ん
は
目
標
を
持
つ
こ
と
で
、

以
前
よ
り
気
持
ち
が
前
向
き

に
な
り
、
心
に
余
裕
が
で
き

た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。『
目

標
』
は
人
生
を
輝
か
せ
て
く

れ
る
重
要
な
も
の
だ
と
、
S

さ
ん
を
通
じ
て
学
び
、
ま
た
、

そ
の
人
生
に
関
わ
ら
せ
て
頂

け
る
事
に
と
て
も
や
り
が
い

を
感
じ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
私
も
S
さ
ん
に
負
け
な

い
ぐ
ら
い
、
私
自
身
の
目
標

に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

大
学
で
の
学
び

　
令
和
六
年
　
普
通
科
卒
業

伊

達

結

美

　

私
は
、
社
会
福
祉
士
の
資

格
を
取
得
し
た
い
福
祉
を
学

び
た
い
と
思
い
大
学
に
入
学

し
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
い
ろ
ん
な
角
度

か
ら
の
視
点
を
持
っ
て
ク
ラ

イ
エ
ン
ト
と
関
わ
り
た
い
と

い
う
想
い
も
あ
り
、
介
護
福

祉
士
と
の
ダ
ブ
ル
ラ
イ
セ
ン

ス
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

介
護
演
習
で
は
、
利
用
者
さ

ん
の
身
に
な
っ
て
考
え
る
こ

と
の
大
切
さ
を
改
め
て
実
感

し
ま
し
た
。

　

介
護
福
祉
士
は
利
用
者
さ

ん
の
生
活
、
人
生
に
寄
り
添

い
自
分
ご
と
と
し
て
捉
え
、

一
緒
に
歩
い
て
行
く
と
い
う

重
要
な
役
割
だ
な
と
感
じ
ま

す
。

　

些
細
な
変
化
や
利
用
者
さ

ん
の
思
い
を
逃
さ
な
い
「
目

配
り
」、
少
し
先
を
考
え
て

行
動
で
き
る
「
気
配
り
」、

相
手
の
心
に
寄
り
添
え
る

「
心
配
り
」
が
で
き
る
支
援

者
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

実
習
が
始
ま
っ
て
い
き
ま

す
が
、
準
備
を
し
っ
か
り
し
、

利
用
者
さ
ん
の
こ
と
を
大
切

に
考
え
て
い
る
と
必
ず
良
い

ケ
ア
が
で
き
る
と
信
じ
、
学

び
を
重
ね
続
け
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
大

学
で
の
学
び
を
活
か
し
て
、

利
用
者
さ
ん
に
「
人
生
の
中

で
こ
の
人
に
関
わ
っ
て
も
ら

え
て
よ
か
っ
た
」
と
思
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
な
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
に
な
れ
る
よ
う

精
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

高
校
生
の
皆
さ
ん
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
で
き
っ
と
助
け

に
な
っ
て
く
れ
る
友
達
が
そ

ば
に
い
る
と
思
い
ま
す
。
本

当
に

”今”

し
か
味
わ
え
な
い

楽
し
さ
を
し
っ
か
り
味
わ
っ

て
、
高
校
生
活
で
し
か
得
ら

れ
な
い
全
て
を
堪
能
し
て
く

だ
さ
い
ね
。

東
高
同
窓
生
寄
稿
文
集

東
高
同
窓
生
寄
稿
文
集

東
高
同
窓
生
寄
稿
文
集

東
高
同
窓
生
寄
稿
文
集
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全国大会出場おめでとう全国大会出場おめでとう

同窓会では、全国大会出場者たちに

激励金を贈呈しています。

食物調理科
令和６年度 食肉惣菜創作発表会
ミートデリカコンテスト全国大会

審査員特別賞　中村昌次賞

食物調理科
　うまいっしょ甲子園

全国高校生料理選手権 2024
審査員特別賞

食物調理科
第34回全国産業教育フェア栃木大会
　全国高校生クッキングコンテスト

特別賞

頑張れ!! 東高生!!

活躍する卒業生活躍する卒業生

坂本雅幸氏
平成14年 3月卒

　令和7年2月11日（火）、ベルフォ

ーレ津山にて「津山市合併20周年

記念事業　合併20周年記念講演

会」が行われ、演題「津山の未来に

響く鼓動」と称して、本校の卒業生

である坂本雅幸氏が講師として講

演されました。

　講演の中で、高校生時代の思い

出やその時に経験したことや努力

したことが現在につながっています

と話されていました。講演後、少ない時間ではありました

が、恩師の先生方と懐かしいひと時を過ごしました。

　これからも坂本氏の一層のご活躍をお祈りいたします。

（事務局木本）

　

毎
年
、
三
月
一
日
に
発
行
し
て
お
り
ま
す
同
窓
会
報
の
原
稿

を
皆
様
よ
り
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

　

内
容
は
、
近
況
報
告
・
体
験
談
・
高
校
時
代
の
思
い
出
・
学

校
な
ど
に
関
す
る
所
感
・
エ
ッ
セ
イ
や
詩
等
…
何
で
も
結
構
で

す
。
写
真
の
掲
載
も
し
ま
す
の
で
、
一
月
中
旬
く
ら
い
ま
で
に

左
記
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

原
稿
募
集
に
つ
い
て　

お
願
い

〒
七
〇
八
ー
〇
八
二
二

　
岡
山
県
津
山
市
林
田
一
二
〇
〇

　
岡
山
県
立
津
山
東
高
等
学
校
　
同
窓
会
事
務
局 

宛

　
　E

-m
a
il

：tu
h
ig

a
si@

p
re

f.o
k
a
y
a
m

a
.jp

　毎年、同窓会総会の幹事団は、次年
度卒業生にバトンタッチされています。
令和七年度は平成十一年三月卒業の方、
令和八年度は平成十二年三月卒業の方
が中心となります。その前年には、準備・
進行の仕方など知っていただくため、前
年度の方と一緒に幹事団にも入っていた
だき、一緒にお手伝いしていただきます。
　卒業の年を確認していただき、代表と
なっている方はもちろんのこと、それ以
外の方もぜひ、ご協力ください。

あなたは何年の卒業ですか？あなたは何年の卒業ですか？

　ここ数年、同窓会事務局や学校職員を
名乗り、名簿の発刊や同窓会を理由に住
所や電話番号を聞いてくる電話があるよ
うですが、現在、学校・同窓会ともその
ような調査は行っておりませんので、どう
ぞご注意くださいますよう、お願いいたし
ます。

ご　注　意

◯ 

平
成
十
一
年
卒
代
議
員

　
　

鳥
越　

裕
子
、
神
田　

貴
章
、
山
本　

渉　

、
立
石　

祐
一
、

　
　

入
江　

涼
子
、
難
波　

幸
子

◯ 

令
和
七
年
卒
代
議
員

　
　

氏
平　

類　

、
森
本
さ
く
ら
、
畑
口　

月
花
、
松
本　

沙
羅
、

　
　

豊
田　

壱
吾
、
三
森　

未
優
、
津
村　

駿
太
、
華
山　

桜
子
、

　
　

田
後
颯
之
助
、
安
尾　

夢

　

以
上
の
方
々
に
加
え
、
令
和
八
年
度
総
会
幹
事
団
を
お
願
い
す

る
平
成
十
二
年
卒
代
議
員
の
方
々
に
も
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
看
護
科
に
つ
い
て
は
、
専
攻
科
修
業
年
時
に
代
議
員
と

し
て
参
加
す
る
。

令
和
七
年
度
　
同
窓
会
総
会
幹
事
団
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残金 収入額
1,463,046

－ ＝支出額
994,671

次年度繰越金
468,375

残金 収入額
7,601,557

－ ＝支出額
0

次年度繰越金
7,601,557

項　目
繰 越 金
入 会 金
雑 収 入
計

予算額 決算額 比較増減
523,043
960,000

957
1,484,000

523,043
940,000

3
1,463,046

0
△ 20,000
△ 954

△ 20,954

令和4年度より 
5,000×188名
預金利息

備　　考 項　目
繰 越 金
繰　入　金
雑 収 入
計

予算額 決算額 比較増減
7,301,433
500,000

567
7,802,000

7,301,433
300,000

124
7,601,557

0
△ 200,000

△ 443
△ 200,443

備　　考
収入の部

項　目

事 業 費

会 議 費
通 信 費
事 務 費
設 備 費
別途積立金
激 励 金
予 備 費
計

予算額 決算額 比較増減

400,000

13,000
250,000
30,000
30,000
500,000
100,000
161,000
1,484,000

61,006
249,260
30,000
23,607
189,884
6,160
2,200

300,000
40,000
92,554
994,671

59,734

△ 10,607
60,116
23,840
27,800
200,000
60,000
68,446
489,329

卒業記念品（卒業証書カバー） 
同窓会会報
総会補助 
事務用品等
会報送料、総会･役員会案内（葉書・切手・封筒）
保存用アルバム
保存用DVD
特別事業準備金
全国大会激励金
懇親会補填

備　　考
支出の部

岡山県立津山東高等学校同窓会
（R5.4.1～R6.3.31）一般会計

単位：円

令和5年度決算書

岡山県立津山東高等学校同窓会
（Ｒ6.4.1～Ｒ7.3.31）一般会計

令和6年度予算書

収入の部
特別事業準備金

単位：円

項　目
繰 越 金
入 会 金
雑 収 入
計

予算額 前年度予算額 比較増減
468,375
950,000

825
1,419,200

523,043
960,000

957
1,484,000

△ 54,668
△ 10,000
△ 132

△ 64,800

 
5,000×190名

備　　考

項　目
繰 越 金
繰 入 金
雑 収 入
計

予算額 前年度予算額 比較増減
7,601,557
500,000

443
8,102,000

7,301,433
500,000

567
7,802,000

300,124
0

△ 124
300,000

備　　考

収入の部

項　目
事 業 費
会 議 費
通 信 費
事 務 費
設　備　費
積 立 金
激 励 金
予 備 費
計

予算額 前年度予算額 比較増減
400,000
20,000
260,000
30,000
30,000
500,000
100,000
79,200

1,419,200

400,000
13,000
250,000
30,000
30,000
500,000
100,000
161,000
1,484,000

0
7,000
10,000

0
0
0
0

△ 81,800
△ 64,800

卒業記念品  会報  総会補助 
総会・役員会世話人会 
会報送料等
事務用品等
保存用HDD等
特別事業
部活動等激励金

備　　考
支出の部

単位：円

収入の部 単位：円

※科目間の流用は妨げない。
※今年度、特別事業準備金の支出の予定はありません。

特別事業準備金

以上の通り報告します。

令和６年３月29日　　　　　　岡本みくに

間違いなく正確に処理できており、間違いありませんでした。

令和６年４月９日　　　　　　宇佐美勝正

田渕　重光

井上　麻美

　

お
忙
し
い
中
、
多
く
の
方
々
に
原
稿
を
執
筆
し
て
い
た
だ
き
、
皆
様
に

こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
も
約
百
名
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
同
窓
会
総
会
・

懇
親
会
を
開
催
で
き
ま
し
た
こ
と
も
併
せ
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
年
を
迎
え
て
早
々
に
発
生
し
た
石
川
県
で
の
激
甚
災
害
や
羽
田
空
港

で
の
航
空
機
事
故
な
ど
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
で
始
ま
っ
た
令
和
六
年
。
四
月
以

降
も
記
録
的
な
猛
暑
や
物
価
の
高
騰
、
石
川
県
で
起
き
た
豪
雨
災
害
な
ど
、

暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
多
く
聞
か
れ
た
令
和
六
年
度
で
し
た
が
、
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
大

谷
翔
平
選
手
の
歴
史
的
な
快
挙
を
成
し
遂
げ
た
ニ
ュ
ー
ス
に
驚
か
さ
れ
、

感
動
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
の
パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
多
く

の
日
本
人
が
活
躍
し
、
中
で
も
体
操
競
技
の
岡
慎
之
助
選
手
な
ど
郷
土
勢

の
活
躍
に
心
が
躍
り
、
置
か
れ
た
環
境
に
柔
軟
に
対
応
し
、
継
続
す
る
こ

と
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
中
学
生
の
減
少
な
ど
様
々
な
変
化
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
ま
す
が
、

会
員
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
母
校
の
発
展
の
た
め
、

尽
力
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
御
指
導
・
御
鞭
撻
の
程
、
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様
の
御
健
勝
と
御
活
躍
を
お
祈
り

申
し
上
げ
、
編
集
後
記
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
同
窓
会
事
務
局
）

集

編

後

記

　
次
　
第

一
．
開
　
会

二
．
同
窓
会
長
挨
拶

三
．
校
長
挨
拶

四
．
議
　
事

（
一
）議
長
選
出

（
二
）議
長
挨
拶

（
三
）令
和
五
年
度
事
業
報
告

① 

令
和
五
年
五
月
十
九
日

第
一
回
役
員
会

・
令
和
四
年
度
事
業
・

決
算
報
告
、監
査
報
告

・
令
和
五
年
度
事
業・予
算（
案
）

・
そ
の
他

② 

六
月
二
十
六
日

第
一
回
総
会
幹
事
団
会
役
員
会

同
窓
会
役
員
、
当
番
幹

事
（
Ｈ
九
・
十
・Ｒ
二
・
三
・

四
・
五
年
卒
代
議
員
）

③ 

九
月
十
九
日

第
二
回
総
会
幹
事
団
会
役
員
会

④ 

十
一
月
七
日

第
三
回
総
会
幹
事
団
会
役
員
会

⑤ 

十
一
月
二
十
七
日

第
四
回
総
会
幹
事
団
会

⑥ 

同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

会
報
発
行

⑦ 

二
月
二
十
九
日

同
窓
会
入
会
式

（
新
入
会
員
百
八
十
八
名
）

・
入
会
記
念
品
と
し
て
Ｐ

Ｔ
Ａ
と
合
同
で
卒
業

証
書
カ
バ
ー
を
贈
呈

⑧ 

三
月
一
日

会
報
発
行

（
四
）令
和
五
年
度
決
算
報
告

（
五
）令
和
五
年
度
監
査
報
告

（
六
）令
和
六
年
度
事
業
計
画

（
七
）令
和
六
年
度
予
算
計
画

（
八
）役
員
改
選

佐
々
木
副
会
長
・
寒
竹

副
会
長
が
退
任
し
、
山
本

副
会
長
が
新
任
。
ま
た
、

宇
佐
美
監
事
の
副
会
長
へ

の
役
職
変
更
が
提
案
さ
れ
、

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

（
九
）そ
の
他

（
十
）議
長
退
任

五
．
そ
の
他

六
．
閉
　
会

杉
山
和
之
副
会
長
挨
拶

同
窓
会
総
会
報
告

令
和
六
年
度

同
窓
会
総
会
報
告

日
時  

令
和
七
年
一
月
三
日
(金)

場
所  

津
山
鶴
山
ホ
テ
ル

　

　開催予定
　　日　時
　　　令和 8 年 1 月 3 日（土）
　　　　10 時 30 分　　同窓会総会
　　　　11 時 30 分　　懇親会
　　場　所
　　　『鶴山ホテル』
　　　　岡山県津山市東新町 114-4
　　　　TEL 0868-25-2121
　　当番幹事
　　　平成 11 年卒・平成 12 年卒・
　　　令和 7 年卒

　来年度は、平成 11 年卒の方々を中心に
平成 12 年卒・令和 7 年卒の幹事団で同窓
会総会を開催いたします。日程は左記の
日程で開催が予定されています。
　より多くの御参加をお待ちしています。

同窓会総会開催のお知らせ


